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あけましておめでとうございます。院長の堀内晃です。さて、今号のお題は、前回に引き続き

睡眠時無呼吸症候群についてです。

最近、テレビの健康番組でも話題になっていたりしますので、みなさんご存じだと思いますが、

認知症が世界一多い日本ですよね。これに関与しているのが無呼吸ということが分かってきて

いるんですよね。

他に、睡眠時無呼吸があるだけで高血圧症、脳卒中、狭

心症、心筋梗塞など循環器病を合併する危険が高まるこ

とがわかっています ( 表 2)。無呼吸回数が多くなるに

つれて、つまり重症になればなるほど、そのリスクは高

くなります。

いびきは無呼吸の前兆です。そのため、いびきは睡眠時

無呼吸症候群の患者さんの多くに認められます。しかし

この症候群はいびき以外には自覚症状が出にくい病気で

す。

うつ病と関連の深い病気であることも分かっています。

無呼吸の症状が表れると酸素が体に取り込まれません。

酸欠の影響を真っ先に受けるのが、脳です。脳が酸欠状

態になると全体的な機能が低下します。

脳機能の低下が起こると、うつ病を発症しやすくなると

されています。さらに無呼吸によるガンのリスクは、な

んと 4 倍以上。

無呼吸症候群は、太り過ぎ・肥満にも関係が強いです。

太り過ぎによって喉の空気の通り道を圧迫し、睡眠時な

どに無呼吸が起こってしまうのです。生活習慣によって

無呼吸症候群となり、その無呼吸によって体内に低酸素

状態を継続的に生んでしまう環境ができてしまうという

ことがガンの発生を引き起こしているようです。

無呼吸を早くみつけ、治療することが大切だと言えます。

専用のマウスピースや鼻から陽圧で酸素を送り込む装置

（シーパップ）を使用するなどして無呼吸の状態をなる

だけ緩和することが望ましいですね。
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ガンのリスク

　4倍以上

太りすぎ・肥満 専用のマウスピース CPAP

⇩ 無呼吸を早くみつけ治療をすることが大切！

睡眠時無呼吸症候群
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